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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 12,383 4.3 176 ― 146 ― △341 ―
22年3月期第3四半期 11,875 △15.2 △245 ― △252 ― △544 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △14.47 ―
22年3月期第3四半期 △22.97 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 17,565 5,604 31.9 237.30
22年3月期 19,118 6,221 32.5 263.41

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  5,604百万円 22年3月期  6,221百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
平成23年３月期の１株当たり期末配当金については未定です。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 2.50 ― 0.00 2.50
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
― ―

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,150 3.6 240 ― 160 ― △340 ― △14.40



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 24,745,848株 22年3月期  24,745,848株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  1,129,174株 22年3月期  1,125,669株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 23,618,640株 22年3月期3Q 23,698,865株
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当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新興国の順調な景気拡大や政府の経済対策の効果によ

り、企業業績や個人消費に一部回復の兆しが見られたものの、依然として厳しい雇用環境やデフレ、円

高基調の継続等により、先行き不透明な状況が続いております。 

印刷業界におきましては、ＩＴ技術の進展による印刷需要の減少、景気後退による企業の広告宣伝費の

抑制により、同業者間の受注競争がより一層激化しており、経営環境は一段と厳しさを増しておりま

す。 

 このような状況におきまして、当社グループは、平成22年４月より新たにスタートした中期経営計画

「チェンジ＆チャレンジ」に基づき、営業基盤を強化すべく既存顧客の深耕、新規顧客開拓を図り、売

上拡大を目指すとともに、経営基盤の一層の強化を図るため、７月に実施した希望退職制度による人件

費削減や材料費、外注費、諸経費など全ての費用においてコスト削減施策の推進に努めてまいりまし

た。 

 営業部門につきましては、印刷・Ｗｅｂを横断するクロスメディア型提案や印刷の周辺領域及びロジ

スティクス分野に関する提案、顧客の販促全般を支援する企画提案等に注力してまいりました。 

また、売上拡大の施策創出の一環として営業戦略会議を発足し、新たな戦略を立てるべく努めておりま

す。 

 製造部門につきましては、10月よりコスト削減に向けた「第二次 Miura Production System（三浦生

産方式）」による改善活動を推し進め、利益基盤の強化に努めております。 

 駐車場事業につきましては、これまでの新規事業地開拓に加えて郊外型事業地開拓を進めるととも

に、不採算事業地の撤退や土地賃借料の見直し及び管理コストの削減により利益改善を進めてまいりま

した。 

 上記の取り組みの結果、当第３四半期累計期間は売上高123億８千３百万円(前年同期比4.3％増)、営

業利益１億７千６百万円(前年同期は営業損失２億４千５百万円)、経常利益１億４千６百万円(前年同

期は経常損失２億５千２百万円)となりました。また、四半期純損失については、希望退職者募集に伴

う特別加算金の計上や研修施設及び駐車場事業営業権の減損損失の計上等により３億４千１百万円(前

年同期は四半期純損失５億４千４百万円)となりました。 

 なお、当社グループの印刷事業につきましては、売上高108億８百万円、営業利益１億４千７百万円

となりました。一方、連結子会社㈱ミウラクリエイトが運営しております駐車場事業につきましては、

売上高15億６千２百万円、営業利益３千万円となりました。 

  

当第３四半期会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ15億５千３百万円の減少となり、175

億６千５百万円となりました。これは主に、現金及び預金、投資有価証券の減少等によるものでありま

す。 

 負債の部では、前連結会計年度末に比べ９億３千６百万円の減少となり、119億６千１百万円となり

ました。これは主に、長期借入金及び繰延税金負債の減少によるものであります。 

 純資産の部では、前連結会計年度末に比べ６億１千７百万円の減少となり、56億４百万円となりまし

た。これは主に、利益剰余金及びその他有価証券評価差額金の減少等によるものであります。この結

果、自己資本比率は31.9%となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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（キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して１億８千１百万

円の減少となり、41億７千４百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、５千９百万円の収入となりました。 

これは主に、売上債権の増加、仕入債務の増加及び減価償却費を計上したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、１億６千１百万円の収入となりました。 

これは主に、有形固定資産の取得による支出、投資有価証券の売却及び定期預金の払戻による収入によ

るものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、４億１百万円の支出となりました。 

これは主に、長期借入金の返済によるものであります。 

  

業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により、予

想数値と異なる可能性があります。なお、平成22年10月29日に公表いたしました通期連結業績予想は変

更しておりません。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、継続記録による帳簿棚卸を実施しておりま

す。 

  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。この変更に伴う資産、負債及び損益に与える影響はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,973 4,055

受取手形及び売掛金 3,504 2,959

有価証券 1,201 999

製品 48 90

仕掛品 245 206

原材料及び貯蔵品 54 103

その他 279 439

貸倒引当金 △9 △9

流動資産合計 8,297 8,846

固定資産

有形固定資産 3,422 3,317

無形固定資産 95 302

投資その他の資産

投資有価証券 4,677 5,569

その他 1,141 1,163

貸倒引当金 △69 △80

投資その他の資産合計 5,750 6,652

固定資産合計 9,267 10,272

資産合計 17,565 19,118

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,364 1,967

短期借入金 2,464 1,272

一年以内償還社債 300 －

未払法人税等 11 19

賞与引当金 46 139

その他 346 1,077

流動負債合計 5,534 4,476

固定負債

社債 1,170 1,470

長期借入金 4,535 6,120

繰延税金負債 181 354

役員退職慰労引当金 453 449

その他 87 25

固定負債合計 6,427 8,421

負債合計 11,961 12,897

純資産の部

株主資本

資本金 2,215 2,215

資本剰余金 2,230 2,230

利益剰余金 1,541 1,883

自己株式 △393 △393

株主資本合計 5,593 5,936

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10 285

評価・換算差額等合計 10 285

純資産合計 5,604 6,221

負債純資産合計 17,565 19,118
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 11,875 12,383

売上原価 9,685 10,117

売上総利益 2,190 2,266

販売費及び一般管理費 2,435 2,089

営業利益又は営業損失（△） △245 176

営業外収益

受取利息 10 7

受取配当金 80 84

物品売却益 26 37

その他 26 10

営業外収益合計 144 139

営業外費用

支払利息 144 160

その他 6 9

営業外費用合計 150 170

経常利益又は経常損失（△） △252 146

特別利益

有形固定資産売却益 0 －

投資有価証券売却益 17 53

貸倒引当金戻入額 1 3

役員退職慰労引当金戻入額 － 0

特別利益合計 18 57

特別損失

減損損失 134 144

固定資産除売却損 15 35

投資有価証券評価損 0 －

会員権評価損 0 －

特別退職金 － 356

工場移転費用 81 －

貸倒引当金繰入額 0 1

特別損失合計 233 538

税金等調整前四半期純損失（△） △466 △334

法人税、住民税及び事業税 6 6

法人税等調整額 71 0

法人税等合計 77 6

四半期純損失（△） △544 △341
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △466 △334

減価償却費 436 343

減損損失 134 144

工場移転費用 81 －

特別退職金 － 356

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △10

賞与引当金の増減額（△は減少） △154 △92

受取利息及び受取配当金 △91 △92

支払利息 144 160

売上債権の増減額（△は増加） 95 △544

たな卸資産の増減額（△は増加） 21 52

仕入債務の増減額（△は減少） 115 397

その他 △9 85

小計 307 465

利息及び配当金の受取額 89 92

利息の支払額 △123 △145

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △7 3

特別退職金の支払額 － △356

営業活動によるキャッシュ・フロー 264 59

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 200

有価証券の取得による支出 △929 －

有価証券の償還による収入 929 0

有形固定資産の取得による支出 △143 △617

有形固定資産の売却による収入 24 －

無形固定資産の取得による支出 △7 △6

投資有価証券の取得による支出 △503 △5

投資有価証券の売却による収入 113 560

その他 1 29

投資活動によるキャッシュ・フロー △515 161

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 800 1,800

短期借入金の返済による支出 △1,340 △1,800

長期借入れによる収入 2,240 －

長期借入金の返済による支出 △303 △392

自己株式の取得による支出 △31 △0

配当金の支払額 △112 －

その他 △1 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,250 △401

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,000 △181

現金及び現金同等物の期首残高 3,281 4,355

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,281 4,174
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当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

  該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

  該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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